
○国立大学法人徳島大学学長選考実施要項 

平成２７年６月２３日 

学長選考会議制定 

（趣旨） 

第１ この要項は、国立大学法人徳島大学学長選考規則（以下「規則」という。）第１０条第２

項及び第１８条の規定に基づき、学長選考の実施に関し、必要な事項を定めるものとする。 

（学長候補適任者の推薦） 

第２ 規則第６条第１項第２号による推薦は、推薦責任者名を明記するものとする。 

２ 規則第６条第１項第２号により推薦を行う者は、１人の学長候補適任者に限り推薦できるも

のとし、２人以上を推薦した場合は、その推薦は無効とする。 

３ 規則第６条第２項の推薦書等の様式は、別紙のとおりとする。 

４ 学長候補適任者の推薦書は、学長選考・監察会議議長あてとし、法人運営部総務課に提出す

る。 

（副課長相当職以上の職） 

第３ 規則第６条第１項第２号ウの副課長相当職以上の職は、別表第１のとおりとする。 

（所信・抱負） 

第４ 規則第８条に規定する学長候補者の経歴及び所信・抱負の公表は、徳島大学公式ホームペ

ージに掲載して行う。 

２ 前項に定めるほか、学長選考・監察会議は、学長候補者の所信・抱負を聴く会を実施する。 

（候補者の適格性調査） 

第５ 規則第１０条に規定する候補者の適格性調査（以下、「適格性調査」という。）は、情報

システムを用い、学長選考・監察会議が定める回答期間（５日間）において実施する。 

２ 適格性調査の評価項目は、規則第４条第２項で定めた学長に求められる資質・能力に関する

事項とする。 

３ 前項の規定にかかわらず、学長選考・監察会議は、前項に規定する評価項目に加え適格性調

査の評価項目を設けることができるものとする。 

４ 適格性調査に回答できる者（以下「回答者」という。）は、回答期間の初日の属する月の前

月の１日に、規則第６条第１項第２号アからウまでに該当する者とする。ただし、回答期間の

初日までに当該職を去った者は対象としないものとする。 

５ 適格性調査の回答は、回答者一人につき一回に制限し、無記名性を確保するものとする。 

６ 適格性調査の結果は、公表しないものとする。 

（実施の事務） 

第６ この要項に基づく学長選考の実施に関する事務は、法人運営部総務課において行う。 

（その他） 



第７ この要項に定めるもののほか、学長選考の実施に関し必要な事項は、学長選考・監察会議

が別に定める。 

附 則 

この要項は、平成２７年６月２３日から実施する。 

附 則（平成２８年６月６日改正） 

この要項は、平成２８年６月６日から実施する。 

附 則（平成３１年３月２８日改正） 

この要項は、平成３１年４月１日から実施する。 

附 則（令和３年２月１７日改正） 

この要項は、令和３年２月１７日から実施する。 

附 則（令和３年３月９日改正） 

この要項は、令和３年４月１日から実施する。 

附 則（令和４年３月１７日改正） 

この要項は、令和４年４月１日から実施する。 

附 則（令和４年１１月２２日改正） 

この要項は、令和４年１１月２２日から実施する。 

附 則（令和６年１０月１日改正） 

この要項は、令和６年１０月１日から実施する。 

附 則（令和８年３月３１日改正） 

この要項は、令和８年４月１日から実施する。 

別表第１ 副課長相当職以上の職 

職種 職名 

事務職員及び施

設技術職員 

事務局長、部長、事務部長、次長、課長、室長、副課長、専門員 

技術支援職員 技術部門長、副技術部門長、技術専門員 

医療技術職員 副薬剤部長、副栄養部長、医療技術部長、副医療技術部長、診療放射線技師長、

臨床検査技師長 

看護職員 看護部長、副看護部長 



 



 



 



 



 
 



 


